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神戸情報大学院大学 

解説

実務能力の高い IT 人材を育成する大学院

　神戸情報大学院大学は，兵庫県神戸市の三宮駅近

くにある実務能力の高い IT 人材を育成する専門職

大学院である．オープンソースを積極的に教材へ取

り入れた IT 教育を実践している．教育目標は，ソ

フトウェア開発や情報通信ネットワークの構築がで

きるエンジニア，組込みソフトウェアを作成できる

エンジニア，各種の情報システムの構築・設計，開

発管理のできる IT アーキテクトやプロジェクトマ

ネージャなど，多方面で活躍できる人材を育成する

ことである（http://www.kic.ac.jp より抜粋）．まずは，

IT のエンジニアリングに必要な技能を身に付けて，

IT の目指すべき大きな世界を，学生自らのプログ

ラミング，設計，システム構築で作っていこうとい

う教育体制にあり，エンジニアリングの専門職を目

指している学生が集まっている．

　筆者は，オブジェクト指向技術教育の 3 教育科

目「プログラミング特論 3」「ソフトウェア開発特別

実験」「情報アーキテクチャ特別実験」を担当して

いる．この講義は，年齢 20 歳代から 40 歳代まで

の非情報系および情報系学部出身者，エンジニアリ

ングの仕事に従事している社会人で構成されており，

知識やスキルが異なる学生が受講している．確実に

技能を習得できるように教育する上で，「やる気」の

引き金になると考えるので，講義の始めに，IT の

将来や目的を紹介するイメージビデオ「アップル社

『Knowledge Navigator』」「HP 社『1995』」「HP 社『HP's 

Purpose』」を学生と一緒に鑑賞している．

オープンソースを活用したオブジェクト
指向技術教育の取り組み

　オブジェクト指向の概念，モデリング，Web ア

プリケーションの動作原理やソフトウェア構成を

理解して，Java プログラミングや Web アプリケー

ション開発を体験できるように，Tomcat，Eclipse，

Struts など Java 関連オープンソースを活用した統合

開発環境を学生自ら構築して利用している．また，

オブジェクト指向システム開発のアーキテクチャ設

計には，マイクロソフト社のオープンソースである

「.NET フレームワーク」を利用している．

　実際にプログラミングやシステム構築を行う計算

機環境は，Microsoft Windows XP（32 ビット対応）

を標準にしている．ただし，学生が個人用 PC を持

ち込んで開発環境を構築して，講義後も学習したり，

レポート作成しているので，Microsoft Windows 7（64

ビット対応）や Linux 系 OS である Ubuntu にも対応

している．ちなみに，「プログラミング特論 3」「ソ

フトウェア開発特別実験」は，筆者が参考図書を選

択し，シラバスと教材を作成している．「情報アー

キテクチャ特別実験」は本大学院がシラバスと教材

を作成している．

 ❏プログラミング特論 3
　オブジェクト指向という概念を具象化してモデリ

ングし，プログラムを作成する能力を習得すること
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が目標．プログラムを作成できない場合は，サンプ

ルプログラムを読んで，その処理を説明できること

を要求している．

　表 -1に，授業構成例を示す．講義は，学生が各

自の PC へ「JDK のインストール⇒ JAVA 環境設定

⇒ Eclipse のインストール⇒ Eclipse の日本語化イン

ストール」いう手順に沿って作業を行って，Eclipse

の開発環境を整備することから始まる．Java 言語の

仕様を説明し，例題のサンプルプログラムから具

体的な仕様に基づく設計を理解する．学生は，サ

ンプルプログラムの動作確認をしたり，練習問題

を解きながら，Eclipse の使い方を学んでいる．ま

た，Java アプリケーションを開発できるように，シ

ナリオ「オモチャ屋の店主の日常」を基にオブジェク

ト指向モデリングを行い，そのプログラム設計や仕

様変更にともなう再設計を行うことができる例題も

準備している．講義の途中では，カプセル化と継承

に着目した課題「動物競争」や継承と再利用性に着目

した課題「従業員名簿」，最終のプログラミング演習

ではオブジェクト指向モデリングに着目した課題

「BlackJack（カードゲーム）」のプログラム作成，デ

バッグを実施し，その結果を「プログラム説明書」と

いう形式でまとめあげて，レポートとして，電子

メールで提出する．学生の知識とスキルには大きな

バラつきがあるので，各学生の知識と技術の修得状

況を確認しながら，個別指導を実施している．オブ

ジェクト指向モデリングの特徴を理解し，Java 言語

の仕様が理解できるまで，レポートの再提出を行っ

ている．

 ❏ソフトウェア開発特別実験
　Java ベースの Web アプリケーションの動作原

理，ソフトウェア構成やシステム構築方法を理解し，

Web アプリケーションを開発する能力を習得する

ことが目標．サンプルプログラムを解析して，プロ

グラム単位の機能や入出力を明確できることを要求

している．

　表 -2に，授業構成例を示す．学生は各自で整

備 し た Eclipse へ，「TOMCAT の イ ン ス ト ー ル

⇒ TOMCAT プラグインインストール⇒ TOMCAT

プラグイン設定⇒ JVM 設定の確認⇒ XML プラグ

インのインストール」という手順に沿って作業を

行って，Web アプリケーションのために Eclipse を

再整備して準備する．実験の前半は，Web アプリ

ケーション開発の基礎となるサーブレットや JSP

の使い方，HSQLDB を使ったデータベースの利用，

Struts を使ったフレームワーク開発について，練習

問題を解いて学ぶ．また，昨今のデータベースのセ

キュリティ問題「SQL インジェクション」へ対応す

る方法を実際にプログラミングし，Web アプリケー

ションで動作確認を行った結果をレポートとしてま

とめている．実験の後半のレポートでは，具体的な

Web アプリケーションの動作原理，ソフトウェア

構成やシステム構築方法を理解するため，フリーソ

フトウェア「図書管理システム」（図 -1）を，「Java ア

プリケーション開発⇒サーブレットによる Web ア

プリケーション構築⇒ JSP による Web アプリケー

ション構築⇒データベースの構築⇒ Struts への移

植」の順番で構築して，ソフトウェア構成を理解す

るために「プログラム外部仕様書」，システムの動作

を理解するために「テスト評価（テスト項目およびテ

スト結果）」を作成して，電子メールで提出する．実

際には，システムを構築して，テストを行い，仕様

書を作成するだけで時間が終了しているが，将来，

表 -1　「プログラミング特論 3」授業構成例

授業回 内容
1 オリエンテーション，Java と統合開発環境

2 〜 5 クラスとオブジェクト
6 〜 9 差分プログラミング─継承と多態性

10 〜 12 基本ライブラリの理解
13 応用的な知識
14 プログラミング演習
15 まとめ

授業回 内容
1 オリエンテーション，Web アプリケーションとは

2 〜 10 サーブレット / JSP
11 〜 14 データベースの利用
15 〜 19 フレームワーク開発

20 〜 29 実験

30 まとめ
表 -2　「ソフトウェア開発特別実験」授業構成例
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Web アプリケーション「図書管理システム」を改造

したり，追加要求を実装できることを期待している．

 ❏ 情報アーキテクチャ特別実験
　IT アーキテクトの役目を理解し，情報アーキテ

クチャの構築に必要とされる要求分析手法，システ

ム設計手法，情報収集と判断，プロジェクト管理，

コミュニケーション手法を学ぶことが目標．作図，

グループワーク，プレゼンテーションには必ず出席

し，開発プロセスへの貢献を果たすことを要求して

いる．

　表 -3に，授業構成例を示す．2007 年総務省から

（株）豆蔵が請負した流通業のインターネットを使っ

た販売業務案件を課題としたテキスト「IT アーキ

テクトを育成する PBL 教材」を利用している．オブ

ジェクト指向システム開発手法である「ラショナル

統一プロセス」を導入して，仮想課題「オフィス用品

を個人顧客向けに販売する Web アプリケーション

を開発すること」を利用して，「要求分析」「システ

ム分析」「アーキテクチャ設計」までを行う．オー

プンソースではないのだが，Change Vision 社が提

供している UML モデリングツールを使って，シス

テム要件定義では「ユースケース図の作成」，システ

ム要件決定では「概念モデルの作成」，システム要求

の決定では「分析クラス図の作成」「分析シーケンス

図の作成」，アーキテクチャ設計では「パッケージの

特定」「コンポーネントの特定」を成果物として作成

する．また，プロセス単位でまとめあげるドキュメ

ントとしては，「ユースケースドキュメント」「非機

能要件定義書」「ソフトウェアアーキテクチャ説明

書」を作成する．本実験は，作図やドキュメントな

どの成果物を作成するにあたり，個人実習だけでは

なく，グループワークを通じて，グループとしての

成果物を作成し，プレゼンテーションを行うという

形式を実施している．学生が，議論をしたり，設計

の違いを話し合ったりしながら，グループとして

成果物を作成できるように支援している．課題遂

行上必要となる分散システム構築技術や .NET フ

レームワークなどの知識を学ぶことができる．ま

た，学生が開発プロセスの中で行ったモデル変

換，すなわち，「ビジネスプロセスを分析したモ

デル（CIM：Computation Independent Model）」⇒

「プラットフォーム技術に依存しないモデル（PIM：

Platform Independent Model）」⇒「PIM をベースに個

別プラットフォーム技術に特化したモデル（PSM：

Platform Specific Model）」への変換を理解できてい

ることを評価する小論文を作成して，電子メール

で提出する．

図 -1　Web アプリケーション「図書管理システム」

表 -3　「情報アーキテクチャ特別実験」授業構成例

授業回 内容
1 アーキテクチャ概要，プロジェクト課題概要

2 〜 3 システム要件定義
4 〜 6 システム要件決定

7 〜 12 システム要求の決定
13 〜 15 非機能要件定義

16,17 アーキテクチャ候補の検討
18,19 アーキテクチャ候補の評価

20 〜 24 アーキテクチャ設計
25 〜 28 アーキテクチャ説明書

29,30 追加要求
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「教育内容」と「学生の特性」へ
対応する工夫

　履修は 1 年 6 期で構成されているので，ほぼ 2

カ月で 1 科目が修了する．非常に講義スピードは早

いと思われるが，短期間で学生が知識やスキルを修

得できるように，下記の工夫には力を注いでいる．

●●電子的教材

　学生は電子メディアのテキストを利用することで，

「ペーパーレス」の効率を理解し，電子メディアを

「見」慣れて，「計算機の中で仕事をすること」を学ん

でいる．また，Web 検索による情報を提供するこ

とで，新しい情報源の提供を可能とし，また，Web 

を活用した調査や情報収集の有効性を理解していく．

●●サンプルプログラムの提供

　プログラミングやシステム構築を初めて行う学

習者の場合だけではなく，慣れた学習者であって

も再利用の観点から，動作を保証しているプログ

ラムが豊かであると学習効率がよいので公開し配

布している．

●●定期的な習熟度測定

　学生が修得した知識とスキルについて，適時，習

熟度を測定している．その結果，講義のレベルを変

えながら，修得目標のハードルの高さを変えながら，

最終的には各科目の目的を達成できるように指導し

ている．

●●モデリング能力の育成

　オブジェクト指向技術はモデル駆動エンジニアリ

ングであるので，開発対象のシステム世界をモデル

化する能力が求められる．講義では，「システムの

複雑さに対処するため，問題を抽象化する．関係の

ある事柄だけに注目し，問題を理解しやすくする」

「代替案を厳密に比較検討することで，開発リスク

を最小化する」「コミュニケーションを改善し，学

生間や学生と教員間でのコンセンサスを形成し，情

報の共有と再利用を促進する」に着眼して，学生が

成果物を作成するプロセスや結果を確認し，学生の

理解度を測っている．また，「モデリング」という工

学的モデルが有用であるように，「抽象化（重要な側

面だけを強調し，無関係な部分は除去）」「容易性（第

三者にも容易に分かる形式で表現できているか．「明

日の私」「１年後の私」に伝えることができるか）」「正

確さ（システムを忠実に表現できているか．要件を

取りこぼしていないか）」「予測可能（モデルとして

表現されたシステムへの質問に答えられるか）」に着

眼して，学生が上手くモデリングできるようにアド

バイスしている．

　以上の取り組みを評価するため，本大学院が実施

している学生による授業評価アンケートの集計結果

を利用して，講義内容の見直しを行っている．学生

の知識とスキルにはバラつきがあることを前提に講

義を実施しているので，「履修困難」「初心者」「習

熟者」に分布することを予想している．学生の授業

評価アンケート結果では，この 3 つの分布が明確と

なっており，講義中の筆者による評価でも同様の分

布を確認している．「履修困難」は少人数ではあるが，

「コンピュータを実際に使うことに慣れていない」た

めに，講義のスピードについていけず，開発環境整

備やプログラミングやシステム構築ができなかった

ということが原因であることが判明している．講義

中は時間がある限り，履修困難が発生しないように，

コンピュータの操作やファイル管理という基本に

遡って指導するという配慮を行っている．

Java オープンソース活用の教育効果と
課題

　Eclipse を導入することで，コード作成アシスト

機能の性能が高く，ミスプログラミングを回避でき

るので開発効率がよくなってきている．ライブラリ

の仕様は公開されており，世界中のユーザが参加し

ているフォーラムやメーリングリストを通じて，プ

ログラミングやシステム構築の問題や困ったことを

質問し，また，回答してもらえるというサポート体

制が整備されている．この体制を利用することで，

どのような開発環境整備により成り立つのか，どの

ようなサポート体制があって成り立っているのかと

いう組織的な体制を学ぶことができる．将来，学生

が組織の中で働く上で，組織体制を正しく利用し，

開発環境の整備を大切にして働くことへ繋がると期
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待している．

　また，オープンソースはバージョンアップが頻繁

に行われるので，新しい仕様を教材へ積極的に取り

入れている．筆者が 2011 年度ソフトウェア開発特

別実験の準備中，TOMCAT サーバを構成するサー

ブレットという機能がバージョンアップされた．発

表された仕様通りにサンプルプログラムを作成した

のだが動作しなかったとき，オープンソースである

ので，世界の中のどこかのサイトに正常に動作する

サンプルプログラムがあるのではないかと思い調べ

てみると，海外の Web サイトで動作するサンプル

プログラムを 1 つ発見した．発表された仕様通りに

動作しなかった理由は，仕様が発表された後，仕様

変更が行われているからであった．国内の Web サ

イトではまだ仕様変更は発表されてはいなかった．

海外に追随して国内でも対応は行われるが，それま

での間に講義が開始されるという現実に遭遇した．

オープンソースを日本でも積極的に利用しているこ

とを海外へアピールし，海外での発表と同時期に国

内でも発表していただけるように努めている．
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